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▲合宿での講義の様子。ミシガン大学スクールカラーのシャツ着用のFishstrom先生 ▲ジョイントワークショップ会場の様子
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I n t e r v i e w

Yasushi SEKINE誰も進まない藪をかき分けて、“宝”を見つける
オリジナリティを重視しながら、未来をより良くするための触媒化学を追究しています。流行テーマの後

追いや、工業的に定着している技術を改良するというのではなく、誰も進まない藪をかき分けていき、将来

使えるかもしれない新技術という“宝”を見つけたいと思っています。その際、ただ闇雲に探すのではなく、

俯瞰的な視野をもって物事を見るということと、実験結果や実データなどの事実を見ながら考えるというこ

とも大切にしています。

物質的な観点からすると、地球は完全に閉鎖系ですから、使う一方ではいつか枯渇します。したがって、

唯一地球に“流入”する太陽光と、地表から大気圏までの間にある植物、水、二酸化炭素、の4つの構成要素

だけが、22世紀のエネルギーを作る要素といえるのです。たとえば、再生可能エネルギーがほとんどの電

力をまかなうようになる未来社会では、エネルギー生産の分散化が進み、各家庭も電力供給者になっている

でしょう。その際、700度以上の高温で触媒反応を起こしている現在の工業的な水素製造方法は流用できず、

天ぷら油程度の温度で起こせる触媒反応が役に立つはずです。そのような常温～ 200度以下で触媒反応を

起こす研究を、私たちの研究テーマのひとつとしています。

視野を広く、自主性を持って
学生には、自分の頭で考えて行動できる人材に育ってほしいと思っています。会社で「当社のリソースを

使えばこのようなものが作れ、このぐらいのマーケット規模になります」と提案して説得して実行できる人

材になってくれるといいですね。その訓練になればと思い、長年続けているのが、有志での新聞読み合わせ

勉強会です。科学面ではなく、国際面や経済面などを広く扱い、視野を広げます。世の中の動きが次第に頭

の中に蓄積・整理されていき、未来を見据えたときに、何が必要となるか、どうあるべきか、ということを

自分なりに考えることができるようになります。学生たちの自主性も重要視しています。私は出張などで研

究室を空けることも多いのですが、必ず時間を設けて相談の機会を作っています。研究のことに限らず、就

職や人生についてなど、内容は自由です。頻度も自由で、1 ヶ月間に何度も相談にくる学生もいれば、数ヶ

月に1回の学生もいますね。各々にうまく進めてもらえればそれで良いと考えています。

日本人として世界のためにできることを
大学教員は大きなことは残せませんが、唯一、研究を道具として人を育てて残すことができます。私自身

より、学生に立派になって巣立っていってほしい、というところが私の中の一番のプライオリティです。関

根研で学んだことをひとつでも活かして、それぞれの場で活躍してくれればいいなと思います。

学生の皆さんには、世界に広く視野を向け、足を踏み入れてほしいと思います。必ずしも海外に暮らす必

要はなく、様々な考え方や見方を知った上で、日本の良さや悪さを認識し、日本人として世界のためにでき

ること、世界に通用するモノづくりを各々に考えてもらいたい。たとえば、日本の工場は世界的にみても非

常に効率的に運転されており、熱を含めて廃棄物をほとんど出していません。これは日本人の合理的に快適

性を求めるモノづくり気質・精神の賜物であり、地球の永続性を考えるにあたっても非常に親和性があるの

ではないかと思っています。
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学生の活動　 （海外大学との連携）1

必修科目である「ミシガン実践的英語演習」を湘南国際村センターにおいて実施

し、本プログラム1-3年生の13名が受講しました。合宿に先立ち、講師に本学名

誉教授の篠田義明先生、昭和女子大学教授の金徳多恵子先生を迎えて事前講義を

実施しました。自ら伝えたい意味を持つ単語を正確に選択すること、さらにその

単語の順番・配置などによっても読者に伝わる印象が異なることなどを学びまし

た。合宿では、講師にJack Fishstrom先生（ミシガン大学 Lecturer Ⅳ）をお招

きし、国際的な

学術誌や国際会

議で成果発信す

るための理論構

成やテクニカル

ラ イ テ ィ ン グ、

プ レ ゼ ン テ ー

ション法などを

学びました。

北京大学とのジョイントワークショッ

プをSGUナノ・エネルギー拠点と共催し

ました。北京大学とは毎年交互に行き来

してワークショップを開催しています。

北京大学から博士学生4名、本プログラ

ムから学生5名が参加し、ショートプレ

ゼンテーションとポスター発表を行いま

した。また、北京学生のための交流会を

企画するなど、研究交流に留まらず、積

極的に親睦を深めました。

本プログラム連携機関であるモナシュ大学とのジョイントワークショップをSGUナノ・エネルギー拠点と共催しま

した。本プログラム学生がモナシュ大学を訪問して講義や実験演習を受講したり、企業訪問したりするなどの活動か

ら始まり、本プログラム必修科目である「研究機関実習」を契機に共同研究が促進され、共著論文発表に至るなどの成

果も出ています。これらの

活動をJoint Supervision 

Program（JSP）と し て 発

展させ、2016年度に箇所

間協定を締結しました。す

でに1期生2名がモナシュ

大学とのJSPを修了し、両

大学学長名の記載された修

了証を授与されています。

ミシガン実践的英語演習 北京大学-早稲田大学ジョイントワークショップ（共催）

モナシュ大学-早稲田大学ジョイントワークショップ（共催）

2017年10月22日（日）・29日（日）、12月18日（月）-23日（土）
西早稲田キャンパス、湘南国際村センター

2018年1月15日（月）　西早稲田キャンパス55号館N棟第1会議室・竹内ラウンジ

2018年2月14日（水）　西早稲田キャンパス55号館N棟第1会議室・竹内ラウンジ


